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【年通号数】公開・登録公報2018-042
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月25日(2020.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　球が流下する遊技領域と、その遊技領域を流下した球が通過する入球口と、その入球口
の上流側から流下する球を前記入球口へ案内可能な第１状態と前記入球口の上流側から流
下する球を前記入球口へ案内不能な第２状態とで切り替えられる入球切替手段と、前記入
球口への入球を検出する検出手段と、を備える遊技機において、
　前記入球口を通過した球が所定個数まで同時に存在可能な所定空間を構成する空間構成
手段と、
　前記入球切替手段が前記第２状態に切り替えられた状態において前記所定空間に存在し
ている球を前記所定空間から排出可能な排出手段とを備え、
　前記所定空間に球が存在している状態で前記入球切替手段を前記第１状態に切替可能に
構成され、
　前記所定空間に存在している遊技球が視認可能に構成され、
　前記第１状態においても球を前記所定空間から排出可能に構成され、
　前記検出手段は、所定の価値付与手段であって、前記所定空間における前記検出手段の
上流側を流下した球を検出可能に構成されることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　基板ボックスを備えることを特徴とする請求項１記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　ここで、パチンコ機等の遊技機において、入球口へ球を案内可能な状態と入球口へ球を
案内不能な状態とで切り替えられる入球切替手段を備える遊技機がある（特許文献１）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、球が流下する遊技領域と、その遊
技領域を流下した球が通過する入球口と、その入球口の上流側から流下する球を前記入球
口へ案内可能な第１状態と前記入球口の上流側から流下する球を前記入球口へ案内不能な
第２状態とで切り替えられる入球切替手段と、前記入球口への入球を検出する検出手段と
、を備える遊技機であって、前記入球口を通過した球が所定個数まで同時に存在可能な所
定空間を構成する空間構成手段と、前記入球切替手段が前記第２状態に切り替えられた状
態において前記所定空間に存在している球を前記所定空間から排出可能な排出手段とを備
え、前記所定空間に球が存在している状態で前記入球切替手段を前記第１状態に切替可能
に構成され、前記所定空間に存在している遊技球が視認可能に構成され、前記第１状態に
おいても球を前記所定空間から排出可能に構成され、前記検出手段は、所定の価値付与手
段であって、前記所定空間における前記検出手段の上流側を流下した球を検出可能に構成
される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項２記載の遊技機は、請求項１記載の遊技機において、基板ボックスを備える。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項２記載の遊技機によれば、請求項１記載の遊技機の奏する効果に加え、基板ボッ
クスに基板を収容することができる。
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